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宇宙定数 Λと冷たいダークマター (cold dark matter; CDM)を宇宙の主成分とする ΛCDM宇宙模型は、Ia
型超新星による距離測定、宇宙マイクロ波背景放射の温度異方性、銀河分布のバリオン音響振動など様々な宇宙
論的観測量を説明することに成功してきた。ただし、宇宙定数とダークマターの正体は全く不明である。従って
ΛCDM宇宙模型を徹底検証し、これらの正体を探ることは現代宇宙論における急務である。2010年代に入り、弱
重力レンズ効果や銀河クラスタリングを用いた後期宇宙の構造形成の測定、特に宇宙論パラメータの一つである
S8 ≡ σ8

√
Ωm/0.3 (σ8は物質のパワースペクトルの振幅、Ωmは現在の物質のエネルギー密度)を高精度で制限す

ることが可能になった。さらに、ここ数年の最新の観測結果から、後期宇宙で測定した S8と宇宙マイクロ波背景
放射を用いて前期宇宙で測定した S8の間の不一致が指摘されている (S8不一致問題)。本講演では、すばる望遠鏡
Hyper Suprime-Cam (HSC) 3年目の銀河形状カタログと Sloag Digital Sky Survey (SDSS) Baryon Oscillation
Spectroscopic Survey (BOSS)による分光銀河サンプルを組み合わせて測定した宇宙論的弱重力レンズ効果 (コズ
ミック・シア)と銀河弱重力レンズ効果、銀河クラスタリングの 3つの信号 (前講演)を使った、ΛCDM宇宙模型
における宇宙論パラメタの推定結果を発表する。本研究で推定された S8パラメタの値は宇宙マイクロ波背景放射
観測から推定される S8よりも小さく、ΛCDM宇宙模型を超えた新しい物理を示唆する可能性がある。


